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平成３０年度 事業経過報告 

一般社団法人秋田県歯科技工士会 

 

 平成 30年度は、会員の技能の習得・向上を目指し、9月からオンライン寺子屋事業に参加した。自

宅のパソコンやスマートフォンを使って、会員であれば無料で著名な先生の講義を動画で視聴できる

制度である。また、5 年に１回開催される東北ブロック大会が青森県で開催された。種苗交換会での

歯科技工フェアは、会場の関係で手型採取の作業ができなかったため、レジンアクセサリー製作を行

い好評だった。 

 事業は、理事会で決議後実施し、終了後は理事会で担当者が報告した。 

 

Ⅰ実施事業 

（1）歯科技工学の普及啓発事業 

 歯科技工フェア歯科技工フェア歯科技工フェア歯科技工フェア     

 １．大森山動物園 

・日 時  平成 30 年 6 月 3 日（日） 午前 9時～午後 4時 

       *春のふれあいフェスティバル時 

・会 場  大森山動物園 

・内 容  最新補綴物・パネル展示、歯に関するウォーククイズ、歯の相談コーナー、石膏模

型や手型採取 等 

・参加数  技工士  １１名  歯科医師 ３名  歯科衛生士 ３名    
       歯科相談コーナー 約５０名、手型採取 約９０名、歯に関するウォーククイズ  

約７０名 、来場者 約２００名 

   

 

 ２．種苗交換会 

・期 日   平成 30年 10 月 30 日（火）～11 月 5 日（月） ７日間 

・会 場   出展会場 秋田駅ぽぽろーど 

・内 容   歯科補綴物の模型展示、歯科技工に関するパネル展示、レジンアクセサリー製作 

・アクセサリー製作者  計 83 名 

・参加者数   4 日間（搬入・搬出含む） のべ 23 名  

   

 

義歯ネーム入れボランティア義歯ネーム入れボランティア義歯ネーム入れボランティア義歯ネーム入れボランティア    

 ・日 時  平成 30年 7 月 21（土） 

・場 所  特別養護老人ホーム『松喬苑』（羽後町） 

・参加者  歯科技工士 9 名  歯科医師 9名   

・対象者  22 人  43 床 

 

 

 入れ歯ケース贈呈入れ歯ケース贈呈入れ歯ケース贈呈入れ歯ケース贈呈    

 ・日 時  平成 30年 9 月 1 日（（土）） 

・場 所  介護老人保健施設『ケアネットのしろ』（能代市） 

・贈呈品  入れ歯ケース １００個  入れ歯洗浄剤 ４箱   
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献血ボランティア献血ボランティア献血ボランティア献血ボランティア    

・日 時  平成 31 年 2 月 17 日（日） 午前 10 時～午後 4時 

・場 所  イオン大曲店 

・参加者  会員 10 名   
・献血者  献血者 58 名  

 

広報発行広報発行広報発行広報発行    

 ・平成 31 年 1 月 30 日  №69 発行 

 

ホームページ更新ホームページ更新ホームページ更新ホームページ更新    

 研修会お知らせ、献血ボランティアお知らせ 種苗交換会お知らせ 等 不定期に更新 

 

寄付等寄付等寄付等寄付等    

日本赤十字社秋田県支部へ寄付   

  平成 30 年 9 月 21 日   金額  20,000 円 

 

 

(２)教育研修及び徳性の向上事業 

 生涯研修生涯研修生涯研修生涯研修    

    日日日日技技技技主催主催主催主催～日技指定研修『顎口腔機能学』～    

    【基本研修】 

                ・日 時  平成 30 年 10 月 21 日（日） 12 時 30 分～16 時 

    ・場 所  秋田市文化会館 

・講 師  ①小出 馨 先生（日本歯科大学新潟生命歯学部 主任教授） 

テーマ   『顎口腔機能学』をわかりやすく！ 

～これからの歯科技工士に求められていること～』 

          ②森野 隆 先生（日本歯科技工士会 副会長） 

           『咬合器設定のちがいによる臨床例』 

・単位数  5 単位 

    ・参加者  会員 24 名  会員外技工士 2名  歯科医師 4 名 

    

県技主催県技主催県技主催県技主催    

  【自由研修】 

    ・日 時  平成 30 年 5 月 13 日（日） 10 時～12 時 

    ・場 所  ユースパル   

・講 師  岩澤 毅 先生（日技常務理事） 

テーマ  『平成 30 年度診療報酬改定講習会』 

    ・単位数  6 単位 

    ・参加者  会員 12 名   

 

   【自由研修】～二水会特別講演会～ 

    ・日 時  平成 30 年 7 月 1 日（日） 10 時～15 時 

    ・場 所  秋田県歯科医師会館 3階   

・講 師  小林 高志 先生（歯科技工士） 

     テーマ  『生理的な口腔環境を作るという技工士の役割』    

    ・単位数  8 単位 

    ・参加者  会員 18 名  未入会技工士 4 名  歯科医師他 16 名   
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 生涯研修修了者生涯研修修了者生涯研修修了者生涯研修修了者    

 Ⅰ. 第 3 期   佐藤 仁 

  Ⅱ. 第 2 期   青野 耕士 

 

 そそそそのののの他他他他のののの研修研修研修研修    

  ・日 時  平成 30 年 6 月 12 日（火）  

  ・場 所  永井歯科商会 大館営業所 会議室 

  ・テーマ 『松風 S-WAVE CAD/CAM システム』 

  ・参加者  会員 2 名  未入会技工士 9 名 

（3）関係団体と連携する事業 

 ラジオスポット広告放送ラジオスポット広告放送ラジオスポット広告放送ラジオスポット広告放送    ～歯と口の健康週間～ 

   ・期 間  平成 30 年 6 月 4 日（月）～ 10 日（日） 

   ・局 名  ＦＭ秋田 

   ・内 容  歯と口の健康週間に合わせて県民に歯の大切さを呼びかける啓蒙活動 

        （秋田県歯科医師会主催 本会、歯科衛生士会共催） 

 

 東北ブ東北ブ東北ブ東北ブロロロロックックックック大会大会大会大会    

  ・期 日   平成 30 年 10 月 7 日（日）～8日（月・祝日） 

  ・場 所   弘前パークホテル（弘前市） 

  ・参加者   ブロック会議、学術講演会･･･今野会長、酒樹・佐藤両副会長 

         野球大会･･･野球部 9名 ※雨天中止 

  ・表彰者   日本歯科技工士会会長感謝状･･･佐藤仁氏 

         東北ブロック長表彰･･･細田武彦氏 

 

 秋田県歯科医師秋田県歯科医師秋田県歯科医師秋田県歯科医師会との懇談会会との懇談会会との懇談会会との懇談会    

  ・期 日  平成 31 年 1 月 19 日（土） 

  ・場 所  ぷくぷく 

・参加者  本会～今野会長、酒樹・佐藤（仁）副会長、渡辺専務、佐々木（順）常務理事、 

高橋（和）理事 

        歯科医師会～藤原会長、梅田・守口・佐藤副会長、鈴木専務、杉田常務理事、工藤

理事、鈴木事務局長 

        歯科衛生士会～工藤副会長、山口理事 

  ・議 題  ①技工士不足問題について 

        ②CAD/CAM について 

 

 

（４）福利厚生事業 

 ボウリング大会ボウリング大会ボウリング大会ボウリング大会    

  ・期 日   平成 30 年 6 月 30 日（（土））午後 3時～ 

  ・場 所   ＲＯＵＮＤ 1（秋田市） 

  ・参加者   14 名 

   ※ボウリングを通して、日常の運動不足を解消するとともに会員の交流を図った。また、家族

の参加も認めたため家族間の交流の場ともなった。 
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 共済事業共済事業共済事業共済事業    

  ・今年度も会員 2名が亡くなるという年になってしまった。それぞれに弔慰金として共済金を支

給した。 

 

 報奨金報奨金報奨金報奨金    

  ・今年度の対象者は 1名。規程に従い報奨金を支給した。 

 

 慶弔費慶弔費慶弔費慶弔費    

  ・結婚祝 1 名 出産祝 1名  香典 2名  弔電 3名  規程に従い支給した。 

 組織組織組織組織状況状況状況状況    

   平成 30 年度会員移動状況 

      
H30.3 末現在 入会（新卒） 転入・転出 退  会 増  減 合  計 

中  央 69 0 0 △3 △3 66 

県  南 32 0 0 0 0 32 

県  北  5 0 0 0 0  5 

能代山本 17 0 0 △2 △2 15 

本荘由利 12 0 0 0 0 12 

合  計 135 0 0 △5 △5 130 

 

※中央支部と能代山本支部の退会者の内、各 1名は死亡による退会 

 

 

その他その他その他その他    

・通常総会、三役会、監査を各１回開催 

・理事会を総会前理事会を含め計 5回開催 

・日技社員総会、全国会長懇談会に代表者が出席 

・秋田県歯科医療専門学校歯科衛生士科の入学式、宣誓式、卒業式に会長が出席 

 

 

※以上について、下記の点を踏まえて監事による監査を受けております。 

 （1）理事の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保ための体制ができているか。 

 （2）理事の職務の執行にかかる情報の保存及び管理に関する体制ができているか。 

 （3）損失の危険の管理に関する規定その他の体制ができているか。 

 （4）理事の職務の執行が効率的に行われていることを確保するための体制ができているか。 

 （5）使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制ができているか。 

 （6）理事及び使用人が監事に報告をするための体制その他の監事への報告に関する体制ができて

いるか。 

 （7）その他監事の監査が実効的に行われることを確保するための体制ができているか。 

  


